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「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

２
０
１
３
」
が
鳳
祭
期
間
中

の
１１
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
。
校
友
、
大
学
関
係
者
ら

約
３
０
０
人
が
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
母
校
と
の

「
絆
」
を
深
め
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
を
皮
切
り
に
、
９
号
館
ア

ト
リ
ウ
ム
を
中
心
に
各
企
画

が
実
施
さ
れ
た
。
物
産
展
で

は
、
石
巻
専
修
大
学
の
石
原

ゼ
ミ
（
石
原
慎
士
経
営
学
部

教
授
指
導
）
が
商
品
化
に
携

わ
っ
た
「
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ

ン
」（
本
紙
５
１
５
号
既
報
）

も
販
売
さ
れ
、
完
売
し
た
。

パ
ネ
ル
展
示
で
は
、
研
究

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
学
生
の
活

躍
を
伝
え
る
展
示
に
加
え
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
特
別

展
と
し
て
「
初
代
総
長
・
阪

谷
芳
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念

展

苦
難
を
乗
り
越
え
て
～

大
正
・
昭
和
初
期
の
専
修
大

学
と
阪
谷
芳
郎
」
を
開
催
。

本
学
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
写

真
や
書
４３
点
が
展
示
さ
れ
、

来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
。

引
き
続
き
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ

で
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
日

髙
治
子
さ
ん
（
平
１１
経
営
）

が
司
会
を
務
め
、
日
髙
義
博

理
事
長
、
矢
野
建
一
学
長
、

甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
が
あ
い

さ
つ
。
瀬
在
義
夫
育
友
会
長

の
発
声
で
乾
杯
し
、
和
や
か

に
歓
談
。
全
学
応
援
団
の
リ

ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
再

会
を
誓
い
、
散
会
し
た
。

国
体
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の

選
手
に
と
っ
て
特
別
な
意
味

を
持
つ
。
公
開
競
技
の
た
め

毎
年
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
ま
し
て
地
元
開
催
と

な
る
と
数
十
年
に
一
度
。
そ

の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
を
逃
さ
ず

今
秋
の
東
京
国
体
に
東
京
代

表
と
し
て
出
場
、
初
の
栄
冠

を
手
に
し
た
。

「
疲
労
で
コ
ン
ビ
プ
レ
ー

が
使
え
ず
、
最
後
は
は
い
つ

く
ば
っ
て
ボ
ー
ル
を
拾
っ
た

と
い
う
感
じ
。
僕
も
パ
ー
ト

ナ
ー（
石
垣
浩
太
選
手
）も
足

が
つ
っ
て
満
足
に
動
け
な
い

状
態
で
し
た
」。神
津
島
で
行

わ
れ
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
接

近
す
る
台
風
に

翻
弄
さ
れ
た
。

過
密
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
、
広

島
と
の
準
決
勝

は
第
３
セ
ッ
ト

で
広
島
が
マ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
を

迎
え
る
大
ピ
ン

チ
。
東
京
は
レ

シ
ー
ブ
と
ト
ス

で
し
の
ぎ
、
土

壇
場
で
サ
ー
ビ

ス
エ
ー
ス
を
決

め
て
競
り
勝
っ

た
（
決
勝
は
中
止
）。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
体
力
勝

負
に
見
え
て
実
は
経
験
が
重

要
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
い
う
。

「
僕
は
身
長
１
８
２
㌢
と
低

く
、
戦
術
を
組
み
立
て
機
動

力
を
生
か
す
必
要
が
あ
る
。

ト
ッ
プ
選
手
に
は
４０
歳
で
活

躍
し
て
い
る
人
も
い
る
し
、

頭
を
使
い
も
っ
と
強
く
な
る

自
信
が
あ
り
ま
す
」

東
京
都
北
区
の
出
身
で
中

学
、
専
修
大
学
附
属
高
校
と

バ
レ
ー
部
。
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

と
の
出
合
い
は
大
学
に
入
っ

て
か
ら
、
誘
わ
れ
て
神
奈
川

・
鵠
沼
海
岸
に
練
習
を
見
に

行
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
。
や

わ
ら
か
い
砂
の
コ
ー
ト
、
強

烈
な
日
差
し
、
気
ま
ま
な
雨

や
風
、
６
人
で
守
る
の
と
ほ

ぼ
同
じ
ス
ペ
ー
ス
を
２
人
で

守
る
運
動
量
…
。
の
め
り
込

む
こ
と
に
な
る
。

就
職
活
動
を
封
印
し
て
専

大
を
巣
立
ち
、
昼
前
ま
で
鵠

沼
海
岸
で
練
習
、
午
後
は
藤

沢
市
の
和
食
チ
ェ
ー
ン
店
で

働
く
生
活
を
続
け
て
き
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
始
め
現
在

は
店
長
代
理
と
い
う
立
場
だ

が
、
繁
忙
期
の
夏
休
み
期
間

中
も
大
会
に
出
場
で
き
る
の

は
真
面
目
な
人
柄
と
働
き
ぶ

り
が
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
だ
。

２０
代
最
後
の
年
に
つ
か
ん

だ
初
タ
イ
ト
ル
を
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
指
導
者
と
し
て
活

躍
す
る
吉
田
清
司
法
学
部
教

授
が
何
よ
り
喜
ん
で
く
れ

た
。「
心
配
し
て
く
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
大
学
時
代
に

戻
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
」
。「
世
界
を
転

戦
し
て
実
力
を
磨
き
た
い
」

と
新
た
な
環

境
（
現
在
は

フ
リ
ー
）
を
模
索
し
て
い

る
。

校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

ゴ
ル
フ
大
会
が
１０
月
１１
日
、

茨
城
県
の
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

た
∥
写
真
。
開
会
式
で
は
伊

藤
良
雄
大
会
実
行
委
員
長

（
校
友
会
副
会
長
）
の
あ
い

さ
つ
、
蒲
田
重
勝
競
技
委
員

長
（
同
体
育
振
興
部
長
）
の

競
技
説
明
の
あ
と
、
約
８０
人

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

競
技
終
了
後
は
表
彰
式
・

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
個
人
優

勝
は
渡
辺
正
晴
氏
（
昭
４８
経

営
）
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は

木
村
均
氏
（
昭
４７
商
）
、
シ

ニ
ア
優
勝
は
嶋
田
久
和
氏

（
昭
５１
法
）
、
団
体
優
勝
は

那
珂
支
部
が
獲
得
し
た
。

人
物
の
本
質
を
見
極
め
る
採

用
面
接
術

タ
イ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ⓡ

西
村
秋
彦
著

外
食
、
サ
ー
ビ
ス
、Ｉ
Ｔ
、

電
機
・
医
療
機
器
な
ど
の
企

業
で
実
務
を
積
み
、
経
営
戦

略
、
人
事
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
で
活
躍
中
の
西
村
秋
彦

氏
（
昭
６０
法
）
が
ビ
ジ
ネ
ス

書
を
２
冊
出
版
し
た
。

『
人
物
の
本
質
を
見
極
め

る
採
用
面
接
術
～
面
接
力
を

高
め
る
こ
と
で
自
社
に
必
要

な
人
材
を
採
用
で
き
る
～
』

∥
著
者
の
豊
富
な
実
務
経
験

と
臨
床
心
理
、
行
動
科
学
に

基
づ
き
、
人
物
の
本
質
を
見

極
め
る
術
を
紹
介
。
従
来
の

面
接
方
法
の
問
題
点
を
指
摘

し
、
企
業
に
必
要
な
革
新
的

な
採
用
面
接
技
術
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
る
。
採
用
に
か

か
わ
る
書
だ
が
、
就
職
活
動

中
の
学
生
も
参
考
に
な
る
。

『
タ
イ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
Ⓡ
～
成
果
を
創
出
す
る

時
間
の
有
効
活
用
術
～
』
∥

タ
イ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

Ⓡ
と
は
、
時
間
と
い
う
パ
ラ

メ
ー
タ
を
用
い
て
、
自
己
革

新
と
成
長
を
図
る
こ
と
。
本

書
で
は
、
タ
イ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
臨
床
心
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
効
果
的
に

時
間
を
使
い
、
納
得
で
き
る

人
生
を
形
成
す
る
た
め
の
タ

イ
ム
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

考
え
方
や
方
法
を
紹
介
。

※
と
も
に
産
業
能
率
大
学
出

版
部
、
本
体
１
６
０
０
円
＋

税
。

生
理
用
品
の
社
会
史
―
タ
ブ

ー
か
ら
一
大
ビ
ジ
ネ
ス
へ
―

田
中
ひ
か
る
著

「
生
理
用
品
に
触
れ
ず
し

て
、
女
性
の
歴
史
は
語
れ
な

い
」
。
著
者
の
田
中
ひ
か
る

さ
ん
（
平
１３
院
文
修
）
は
語

る
。
使
い
捨
て
ナ
プ
キ
ン
が

誕
生
し
て
い
な
け
れ
ば
高
度

経
済
成
長
期
の
女
性
の
社
会

進
出
は
も
っ
と
鈍
か
っ
た
だ

ろ
う
し
、
生
理
休
暇
が
形
骸

化
し
た
背
景
に
は
生
理
用
品

の
進
化
が
あ
る
、
と
。

日
本
の
生
理
用
品
の
性
能

は
世
界
最
高
水
準
に
あ
る
と

い
う
。
そ
の
礎
が
「
４０
年
間

お
待
た
せ
し
ま
し
た
」
の
名

コ
ピ
ー
で
国
産
初
の
製
品
を

世
に
出
し
た
ア
ン
ネ
社
。
時

代
を
先
取
り
し
た
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
、
後
発
の
大
手
メ

ー
カ
ー
に
吸
収
合
併
さ
れ
る

ま
で
の
興
亡
に
も
光
を
当
て

て
い
る
。（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
）

検
察
側
の
罪
人

雫
井
脩
介
著

恋
愛
小
説
や
家
族
小
説
を

手
が
け
る
な
ど
近
年
ジ
ャ
ン

ル
を
広
げ
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ

ー
、
雫
井
脩
介
さ
ん
（
平
３

文
）
が
ミ
ス
テ
リ
ー
に
帰
っ

て
来
た
。
９
月
１０
日
発
売
の

最
新
作
で
は
検
察
官
の
仕
事

や
内
面
に
迫
る
。

東
京
地
検
の
ベ
テ
ラ
ン
検

事
・
最
上
は
、
老
夫
婦
刺
殺

事
件
の
容
疑
者
リ
ス
ト
に
見

覚
え
の
あ
る
名
前
を
見
つ
け

る
。
既
に
時
効
と
な
っ
た
殺

人
事
件
で
重
要
参
考
人
と
目

さ
れ
て
い
た
「
あ
の
男
」は
、

今
回
の
事
件
の
犯
人
な
の
か

―
―
。
事
件
の
捜
査
に
執
念

を
燃
や
す
最
上
の
手
法
に
、

最
上
の
教
え
子
で
も
あ
る
若

手
検
事
の
疑
問
が
ふ
く
ら
ん

で
い
く
。
（
文
藝
春
秋
・
本

体
１
８
０
０
円
＋
税
）

〈
奈
良
県
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２３
日
（
土
）
１１
時
４５

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら

送
迎
バ
ス
「
奈
良
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
」

大
隈
利
明
氏
☎

０
９
０
・
７
１
１
４
・
４
８

７
２

〈
横
浜
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２７
日
（
水
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
徒
歩

５
分
「
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー
デ

ン
」

横
浜
支
部
総
会
事
務

局
☎
０
４
５
・
６
６
２
・
４

３
９
０
（
は
ま
か
ぜ
新
聞
社

内
）

〈
野
田
鳳
会
忘
年
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
〉

▽
１１
月
３０
日
（
土
）
１５
時
開

会
▽
東
武
野
田
線
野
田
市
駅

徒
歩
２０
分
「
イ
オ
ン
ノ
ア

店
」

青
木
誠
氏
☎
０
９
０

・
２
３
３
５
・
０
３
０
７

〈
新
宿
支
部
総
会
〉

▽
１２
月
６
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
地
下
鉄
新
宿
三
丁
目
駅

す
ぐ
「
新
宿

栄
寿
司
」


今
福
義
幸
氏
☎
０３
・
３
２
６

９
・
１
４
３
５

〈
神
長
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
部
設

立
総
会
〉

▽
１２
月
２３
日
（
月
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１５
階
「
報
恩
の
間
」

錦
織

満
治
氏
☎
０
８
０
・
１
２
２

４
・
８
１
７
０

選

挙

結

果

【
市
長
】

▽
岡
山
県
玉
野
市
長

く
ろ

だ

す
す
む

黒
田

晋
氏
（
昭
６２
法
）

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室

が
発
足
し
、
２
年
６
カ
月
が
経
過
し
ま

す
。
そ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
相
談
の
多
く
に
共
通

す
る
事
情
と
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為

は
、
親
密
な
人
間
関
係
の
中
で
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

大
学
の
中
で
、
教
育
、
研
究
、
学
習
、

労
働
の
諸
活
動
を
行
う
と
、
必
ず
、
他
人

と
の
か
か
わ
り
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
か
か

わ
り
方
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
教
員
と
学

生
の
関
係
で
あ
っ
た
り
、
ク
ラ
ス
の
仲
間

で
あ
っ
た
り
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
活
動

で
の
先
輩
・
後
輩
で
あ
っ
た
り
、
職
場
の

上
司
・
部
下
で
あ
っ
た

り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
間
関
係
は

い
ず
れ
も
、
当
初
は
険

悪
な
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
良
好
な
場
合
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
時
の
経
過

と
と
も
に
、
良
好
な
関

係
が
険
悪
な
も
の
に
な
り
、
さ
ら
に
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
す
。そ
の
原
因
は
、物
理
的
に
も
、

精
神
的
に
も
、
他
人
と
の
適
切
な
距
離
の

も
ち
方
が
分
か
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

故
事
に
「
親
し
き
仲
に
礼
あ
り
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
は
、「
た

と
え
親
し
い
仲
で
あ
っ
て
も
、
礼
儀
は
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
し
い
か
ら
と

い
っ
て
礼
儀
を
忘
れ
れ
ば
不
和
の
も
と
に

な
る
」
（
小
学
館
『
故
事
俗
信
こ
と
わ
ざ

大
辞
典
』
第
１
版
５
３
２
頁
）
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
言
葉
の
起
源
は
、
は
っ
き

り
し
な
い
よ
う
で
す
が
、
１６
世
紀
頃
の
書

物
に
は
す
で
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
す
。

わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と
り
が
、
「
親
し
き

仲
に
礼
あ
り
」
を
実
践
し
、
礼
儀
を
守
っ

た
適
切
な
距
離
感
の
人
間
関
係
を
構
築
で

き
れ
ば
、キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も

防
止
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
福
田
竜
也
）

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ウ
ィ
ー
ク

１１
月
１１
日
（
月
）
か
ら
２０
日
（
水
）
ま
で
の
期
間
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
な
が
る
！

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

会
」を
開
催
し
ま
す（
対
象
者
は
本
学
学
生
・
教
職
員
）。

申
込
不
要
。
食
事
持
込
可
。

▽
場
所
∥
【
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】
２
０
４
教
室
【
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
】
９
７
９
教
室

※
上
映
日
時
は
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。


キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
☎
０
４
４
・

９
０
０
・
７
８
５
８

専修大学は、１８８０年（明治１３年）の

創立以来、多くの方々に支えられて

今日に至っております。

現在、「学生を基本に据えた大学づ

くり」を念頭に置き、人間性豊かな

倫理観のある人材の育成を目指し、

骨太の大学改革に取り組んでおりま

す。創立１４０年、そして１５０年に向け

てさらなる躍進を続けるために、皆

様方のご支援、ご協力を賜りますこ

とを切にお願い申し上げます。

専修大学募金局 ☎０３・３２６５・３１５７

※詳しくはホームページをご覧くだ

さい。ネットバンクを使ったホーム

ページからの振り込みと、コンビニ

エンスストアからの振り込みができ

るようになりました。

約
８０
人
が
熱
戦
展
開

親
し
き
仲
に
礼
あ
り

絆
深
め
る

第
２９
回
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

＜校友＞

▶

関
心
を
集
め
た
特
別
展

▶

学
生
時
代
を
思
い
出
し
、
校
歌
斉
唱

もっと強くなり世界へ飛躍

東
京
国
体
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
成
年
男
子
で

優
勝
し
た
プ
ロ
選
手

わ
き

や

し
ょ
う

じ

脇
谷

正
二
さ
ん

（
平
１９
経
済
）

「教育研究振興協力資金募金」のお願い
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